
大
沢
町
よ
り
次
の
要
望
を
い
た
し
ま

し
た
。

(1)
通
学
路
の
安
全
確
保

中
大
沢
３
ー
２
工
区
農
用
道
路
の
街

灯
や
注
意
標
識
の
早
期
設
置
、
上
大
沢

地
区
内
に
お
け
る
山
田
三
田
線
の
歩
道

未
了
個
所
の
整
備
、
岡
場
駅
行
き
中
大

沢
バ
ス
停
の
移
設
に
よ
る
渋
滞
、
危
険

等
の
回
避
。

(2)
屏
風
辻

・
瀧

・
宮
坂
線
の
拡
幅

北
六
甲
Ｃ
Ｃ
か
ら
八
多
町
西
畑
に
抜

け
る
道
路
の
神
戸
市
に
よ
る
本
格
的
な

拡
張
整
備
の
着
手
と
待
避
所
の
増
設
、

道
路
照
明
灯
の
設
置
と
草
刈
等
の
実
施
。

(3)
大
沢
住
民
の
移
動
手
段
の
確
保

（
一
社
）
神
戸
活
性
化
支
援
機
構

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
社
会
実

験
と
本
格
運
行
に
向
け
た
取
り
組
み
に

対
し
て
、
既
存
の
ル
ー
ル
に
と
ら
わ
れ

な
い
手
法
や
交
通
事
業
者
と
の
調
整
な

ど
の
支
援
。

通
学
路
の
安
全
確
保
に
関
し
て
は
、

当
該
土
地
改
良
区
で
の
神
戸
市
移
管
に

向
け
た
工
事
完
了
後
す
み
や
か
に
着
工
、

バ
ス
停
の
移
設
に
つ
い
て
は
、
神
姫
バ

ス
と
地
元
等
と
の
案
が
ま
と
ま
り
次
第
、

前
向
き
に
検
討
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

北
六
甲
Ｃ
Ｃ
～
八
多
町
の
拡
幅
に
関

し
て
は
、
行
政

（北
建
設
事
務
所
、
連

絡
所
）
な
ら
び
に
地
元

（大
沢
、
八
多

町
）
が
連
携
し
て
、
地
権
者
と
の
交
渉
、

懸
案
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
、
特
に
本
格

運
行
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
交

通
事
業
者
と
の
適
切
な
役

割
分
担
、
連
携
の
必
要
性

を
重
ね
て
要
請
さ
れ
ま

し
た
。

以
上
の
結
果
を
踏
ま

え
、
今
後
町
内
で
の
取

り
組
み
を
検
討
し
て
行

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（池
本
喜
和
）
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自
治
懇
談
会
に
つ
い
て

北
区
連
合
自
治
協
議
会
と
北
区
長
と
の
懇
談
会

11
月
号

健
康
コ
ラ
ム

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

そ
ろ
そ
ろ
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
気
に
な
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
昨

年
の
神
戸
市
の
発
生
状

況
は
、
９
月
下
旬
の
市

内
小
学
校
の
学
級
閉
鎖

に
始
ま
り
、
今
年
１
月
の
第
２
週
と
第

３
週
を
比
べ
る
と
患
者
数
は

一
気
に

2.4
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

一
度
感
染
し

て
も
、
あ
ら
た
に
別
の
型
に
感
染
す
る

場
合
も
あ
り
、
特
徴
的
な
突
然
の
高
熱

で
は
な
く
微
熱
症
状
と
い
っ
た
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
流
行
す
る
前
に
早
め
に
予
防

接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
接
種
か
ら
約

２
週
間
ご
ろ
に
効
果
が
現
れ
、
約
５
ヶ

月
間
効
果
が
続
き
感
染
し
て
も
症
状
の

重
症
化
が
予
防
で
き
ま
す
。

（予
防
接
種
助
成
に
つ
い
て
“
広
報
紙

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
10
月
号
４
面
”
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

そ
の
ほ
か
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
以
下
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

１
．
38
℃
以
上
の
発
熱
や
頭
痛
、
関

節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身
症
状
が
で
た

ら
、
ま
ず
は
病
院
に
電
話
を
し
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

２
．
人
ご
み
に
出

か
け
る
時
は
マ
ス

ク
を

つ
け

る
。

（鼻

の
粘
膜
を
冷

え
や
乾
燥
か
ら
守
り
ウ
ィ
ル
ス
が
繁
殖

し
に
く
く
な
る
）

３
．
帰
宅
後
は
石
鹸
と
流
水
で
こ
ま
め

に
手
洗
い
を
す
る
。

４
．
部
屋
の
湿
度
は
50
～
60
％
に
保

つ
。
濡
れ
タ
オ
ル
を
吊
る
す
、
花
瓶
に

花
を
生
け
る
も
効
果
的
。

５
．
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
、
十

分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

し
っ
か
り
と
る
。

引
用

：
神
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
」

2018
・
３
・
20

「リ
ア
ル
タ
イ
ム
感
染
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
今
ど

き
情
報
＆
耳
寄
り
情
報
」

2018
・
１

10
／
２

Ｊ
Ａ
女
性
会
運
動
会

北
神
戸
田
園
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

綱
引
き
の
部

準
優
勝

さ
か
な
つ
り
の
部

準
優
勝

ボ
ー
ル
で
リ
レ
ー
の
部

第
３
位

11
／
１

や
ま
び
こ
会
定
例
会

11
／
２

民
生
児
童
委
員
協
議
会

11
／
４

大
沢
フ
ェ
ス
タ

11
／
５

光
山
だ
よ
り
編
集
委
員
会

11
／
７

女
性
会
学
級

（料
理
教
室
）

11
／
８

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

11
／
10

コ
メ
づ
く
り
広
場
＆

田
ん
ぼ
の
教
室
収
穫
祭

11
／
12

婦
人
会
定
例
役
員
会

地
域
事
務
局
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

長
会
議

11
／
15

自
治
連
合
会
定
例
役
員
会

11
／
23

エ
コ
ハ
イ
キ
ン
グ

11
／
25

光
山
だ
よ
り
印
刷

11
／
27

神
戸
市
住
民
健
診

11
／
28

骨
盤
体
操
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新
涼
や
藤
村
詩
集
読
み
返
す

三
恵
子

杣
の
里
独
り
居
多
し
く
ず
の
花

純

子

面
会
の
甥
も
白
髪
秋
彼
岸

澄

子

新
涼
の
母
を
看
取
り
し
娘
も
老
い
ぬ

ち

が

秋
彼
岸
仏
間
に
洩
れ
る
独
り
言

た
み
ゑ

秋
彼
岸
お
は
ぎ
作
り
を
朝
早
く

正

子

豊
漁
の
秋
刀
魚
ふ
っ
く
ら
食
卓
に

秀

子

供
花
を
買
い
墓
地
に
上
り
て
秋
彼
岸

勝

コ
ス
モ
ス
は
風
の
吹
く
ま
ま
し
な
や
か
に

と
し
え

温
め
酒
今
宵
雨
音
聞
き
な
が
ら

弘

枝

俳
句

町
民
の
動
き

う
ぶ
ご
え

６
／
21

中
大
沢

稲
田
勝
弘
さ
ん

さ
と
花
ち
ゃ
ん
を

お
く
や
み

10
／
16

市
原

北
浦
つ
と
ゑ
様
89
歳

10
／
22

市
原

北
浦

正

一
様
85
歳

行

事

予
定

ス
ポ

ー

ツ
情

報

絵

北
本
和
美

大
沢
社
会
福
祉
協
議
会

中
大
沢

瀧
脇
智
弘
様
よ
り
善

意
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


